
久木池下流の渇水対策（久木池“流路整備”実施） 

2023 年 7 月、8 月に久木池下流の川で広い範囲が干上がりました。気温が

高いことに加えて、少雨、更に久木池の貯水機能の消失等が重なったことに因る

ものと考えます。調査開始以来、久木池下流で水が途切れた状

況を目にするのは初めてのことでしたが、その結果孵化したば

かりのゲンジボタル幼虫の多くが死んだと考えられ、2024 年

のホタル観察会はこれまでになく寂しいものとなりました。

2024 年夏季も同様の渇水状態になっています。 
上記を踏まえて、夏季の渇水期にも久木池から水が流下す

るように、流路の整備を実施しました。2025 年は久木池下
流のゲンジボタルの生息環境保全を図ります。 

渇水の状況①久木池下流①、2023 年 8 月 渇水の状況②久木池下流②、2024 年 8 月 

2019 年秋の出水で流路を塞いだ巨石の前
でしばし沈思믺믶믻민믶믷미믹믽믾 

若者の助けで何とか巨石（手前）を動かし
て流路を確保격겪겫견겭 

ヨシの根を取り除いて水路を固定。本日の
助っ人は伊藤君（復建調査設計㈱） 

夏季、久木池の水位が下がっても、水が下
流に流れるように工夫しました。 

2008 年 4 月
の流路の状況 

「流路整備作業の実施状況」 


